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1.は じめ に
第2次 大戦後日本と韓国は、国交正常化(1965年)さ れるまでは、あまり交流のない近 くて遠
い国であった。たまに交流が行われるとしてもコミュニケーションは英語で交わされた。 しか も




育を行い始めた。その翌年にも西京大学の前身である国際大学(夜 間大学)に 「日語 日文学科」
が開設されたのであるが、その当時は民族的感情からして 「日本語教育を行っている」 とか 「日
本語を学習 している」ということをおおっぴらに言える社会的雰囲気ではなかった。
ところが、両国間の国交が正常化 されてからは文化交流の増進ならびに経済協力の緊密化を図
るために日本語学習 ・教育の必要性を感 じるようにな り、また韓国政府当局のお達 しもあって









1940年 以後生まれの世代は戦前の世代 とは違って、学校で日本語が第2外 国語として採択され
るまでは日本語は全 く教われなかった。また戦後の世代は英語の学習には力を入れても、日本語















先ず高校での日本語学習 ・教育についてみると、1993年 現在全国に1,757も の高校があるが、
その うち全高校の55%強 にあたる971校 が 日本語 を教 えている。 また受講生数 は全 高校生
1,738,972名 の46%強 にあたる806,237名(一 般高校324,750名+実 業高校481,487名)に のぼる。











































































(教 育 統 計 年 報1991、1993)
次に専門大学(短 期大学)は1993年 現在全国に130校 あるが、そのうち73%強 の95校で 日本語





全国に大学が1993年 現在143校 あるが、そのうち110校(分 校を含めると123校)で 日本語が第

















































おり、2つ の特殊大学院(通 訳大学院 ・観光開発大学院)に も日韓 ・韓日通訳科などの科が設置
されていて多 くの院生が各大学院でおのおの専攻分野を決めて勉強 している。
大学の中では語学研修院を設置 し、 日本語の学習を希望 している学生および社会人に日本語を
教えている。学校機関だけでなく、大企業(三 星 ・現代 ・大宇 ・ラッキー金星など)、国営企業、
金融公団などの語学研修院で も社員に日本語教育を施 している。また社会教育の一環として教育
ラジオ ・TV放 送ならびに新聞社の文化講座などでも日本語講座が設けられているが、受講者は




化 を理解 し、ひいては韓国文化の発展に寄与するためであるといえる。 ところが、去年教育部は
大学入試制度 を修学能力試験に改め、外国語領域の試験によって英語の能力は評価するが日本語
を含めた第2外 国語の能力は評価 しないことにしているので、大学入試科目に左右 されがちな高
校生の日本語学習に影響を及ぼしているのである。


















めているが実業高校のそれは他の第2外 国語に比べて圧倒的に多 く、高校全体からすれば 日本語
学習者の数は断然 トップである。(表1参 照)教 育課程 についてみれば、高校は第2外 国語とし
ての 日本語の履修単位数が、人文系10単 位、実業系6単 位 となっている。(表4参 照)1単 位は
1学 期の問、1週1時 間(50分 基準)の 授業の量のことであるから、1年 間の授業を32週(1学
期17週 、2学 期15週)と すると人文系160時 間、実業系96時 間ということになる。
表4一 般系高等学校外国語科目単位配当表




















高校での日本語教育 ・学習上の問題 といえば、韓国日語 日文学会の調査によると、先ず生徒た
ちの 日本語学習熱の欠如があげられる。というのは大学入試のための修学能力試験に第2外 国語










専門大学 も学生数に比べて教員数が少ない。 しかも教養(第2外 国語)と しての 日本語教育は














専門大学での専攻科 目のカリキュラムは基礎科 目(講 読、文法、会話、作文、言語実習など)、
実務科 目(実 務会話または観光会話、通訳演習 ・実習、ホテル ・販売 ・ビジネス日本語、通信文
など)、日本事情科 目(日 本文化史、 日本歴史、日本文化、 日本事情、時事日本語など)と いう
ように大きく三つに分けられるのではないかと思われる。ところで、専門大学で卒業に必要な学
点(単 位)数 は80学点、時問数で1,280時 間であるが、日語科または日語通訳科を除いては日本
































大学の現状 といえば、前にも触れたように110校 で 日本語の教育が行われているし、学科名は
多様であるが、日本語関連学科のある大学も55校あ り、また一つの大学に二つ以上の専門学科の











日本詩概論)、 戯曲、随筆、 日本古典文学(古 典文学特講、日本古典、 日本古典文学演習、古典





日本語関連学科の専攻課 目を、① 日本語課 目(日 本語の運用能力を培うための)② 日本語学課
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目 ③ 日本文学課 目 ④ 日本学課目(語 学または文学 を除いた日本研究の課 目)、⑤ 日本語教育
課 目というように分類するとすれば、日本語課 目は基礎課目として講読、作文、会話、言語実習、
また実用課目として実用 日本語、時事日本語、商業 日本語、生活 日本語などの講座にまとめ られ、




























ゲージーラボラ トリー教材、特にビデオ教材が不足 していて視聴覚による授業が満足 にできない
のが現状である。
⑤ 多 くの大学で基礎 ・初級段階の日本語教育は時間講師に任せがちであ り、また韓国人日本語
学習者を対象 とする日本語教授法の研究があまりなされていない現状のなかで、 日本語教授法に
関する情報を渇望 している。





町の外国語学院での日本語学習 ・教育は、日本での日本語学校 とは違って、そのコースが長 く












れで誰 しも日本語の学習に安易 にとっつ くのであるが、ところが日本語の体系的な学習または日
本語をマスターするということはそんなに易 しいことではない。日本語学習 ・教育を効果的に行
うための改善策 といえば、韓 日両国語の対照研究が盛んに行われ、その対照研究の成果をふまえ
た韓国人日本語学習者向けの日本語教材や日本語教授法の開発 とともに韓国人であろうが日本人
であろうが韓国人日本語学習者を対象とする日本語教育専門家を養うことが何よりも望ましい。
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